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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ン

騨
響
渤
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麺
鰯
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大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
地
域
内
外

で
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
が
、
3
月
1
2
日
印
、
東
京
代
官
山

　
　
　
　
　
　
（

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
代
わ
る
新
し
い
呼
び
名
は
な

い
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
・
こ
へ
び
隊
を
中

心
に
約
1
3
0
人
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

ス
テ
キ
発
見
の
審
査
員
で
も
あ
り
大

地
の
芸
術
祭
の
写
真
記
録
全
般
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
家
の

安
斎
重
男
さ
ん
、
大
地
の
芸
術
祭
の

イ
ベ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
ア

ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
油
谷
勝
海
さ

ん
、
松
代
ス
テ
ー
ジ
・
松
之
山
ス
テ

ー
ジ
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

建
築
家
の
松
永
英
伸
さ
ん
、
こ
へ
び

隊
を
代
表
し
て
三
輪
さ
ん
、
高
橋
さ

ん
が
討
論
し
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の

後
、
既
に
活
動
を
し
て
い
る
チ
ー
ム

ご
と
に
分
か
れ
、
こ
へ
び
隊
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
こ
へ
び
隊
の
チ
ー
ム
編
成
は
、

ア
ー
ト
制
作
、
広
報
、
語
学
、
イ
ベ

ン
ト
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
i
、

グ
ッ
ズ
、
出
版
、
図
面
・
設
計
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
初
め
て
参

加
さ
れ
た
人
か
ら
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

し
た
人
は
2
5
0
人
を
超
え
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

灘灘

ボランティア・シンポジウムに130人が出席

日
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「城ヶ丘・花ぽけっと」の取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　組3
　　　　　　　　　　　　　　　み月
　　　　　　　　　　　　　　　を29
　　　　　　　　　　　　　　　紹日
　　　　　　　　　　　　　　　介の
　　　　　　　　　　　　　　　す公
　　　　　　　　　　　　　　　る開
　　　　　　　　　　　　　　　田発
　　　　　　　　　　　　　　（村表　　　　　　　　　　　　　　営千会
　　　　　　　　　　　　　　校　　　　　　　　　　　　　　町春で
　　　　　　　　　　　　　　2さ取
　　　　　　　　　　　　　　）んり　　　　　　　　　　　　卍欝
25世帯30数名で活動しながら、十日町小学校の通学路

を四季折々、さまざまな花で飾ってきました。さらに、花

でいっぱいにしたいと、花作り講習会を企画するなど花作

り事業に賛同し「城ヶ丘・花ぽけっと」を結成しました。

スペインのリュイス・サンスさんの作品がこの町内に設

置されることになり、私たちは後援会をつくり、準備を進

めています。しかし、現代アートを十分理解できないもの

にとっては、戸惑いもあります。幸いリュイスさんは日本

語を話されるので、話し合うことで理解し合えるのではな

いかと思っています。作品には、彼のどんな思いが込めら

れているか、また花壇の花とのバランスはどうしたいのか、

話し合いを経てお互いの理解が生まれ、地域に溶け込んだ

作品になるのだと思います。

しかし、今後の作品の管理や併設する花壇の維持費用の

問題があります。行政と私たちが十分な話し合いを持ち、

行政からの配慮をいただければ、さらに多くの住民を巻き

込んだ事業が可能となると思います。維持管理について、

きちんとした形を示していただけると、私たちも安心して

この事業に参加協力できると思います。

懇

大地の芸術祭実行委員会では今年の7月から

9月の「大地の芸術祭」開催に向け、さまざま

な場面で事業サポートしていただく、次の3種

類のボランティアを募集しています。

①作家サポートボランティア

作家の作品制作活動を幅広く手伝ってもらい

ます。

②記録撮影ボランティア

事業の様子を写真・ビデオで記録してもらい

ます。

③芸術祭運営ボランティア

大地の芸術祭開催期間中、事業の運営などを

お手伝いいただきます。

■申込み・問合せ＝大地の芸術祭実行委員会事

務局（盈57－2637・FAX57－2285）へ。

3月29日の公開発表会に参加したこへび隊

②



　　　　　　　　　　　　　　大地の芸術祭
　え　ち　ご　つ　ま　り

趨鰻有7一向ト飼リヱンナーレ2000

会期　7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

馨

灘鍵鱗、叢

　十日町地域6市町村において越後妻有アートネック

レス構想の一つとして「大地の芸術祭」とともに進め

ている「花の道」事業とは、各地域での「花いっぱい

運動」と連携し、沿道を花でいっぱいにすることです。

生活環境に潤いと彩りを与え、また来訪した人たちを

やさしくもてなし、迎え入れるための取り組みです。

　今回は、花を通じて町内の生活環境に取り組んでい

る学校町の皆さんとアーティストのコラボレーション

（共同制作）の作品を紹介します。

　勤労青少年ホーム前のゲートボール場わきの三角地

に花壇を設け、大きな花弁の形をした彫刻を設置しま

す。冬期間、花壇は雪に覆われますが、春になると花

壇に種まきが行われ、この大きな花弁が次の雪の季節

まで開き続けるというコンセプトです。

　アーティストのリュイス・サンスさんはスペインの

若手彫刻家で、鉄やアルミを使った彫刻作品が特徴で

す。これまでバルセロナを中心に公共彫刻の制作や個

展を開催してきましたが、ここ数年は日本を創作活動

の場としています。

　これまで、十日町に二度来訪しました。『城ヶ丘・

学校町の皆さんとリュイスさん（雪まつり）

花ぽけっと』の皆さんとの懇親会や、学校町の皆さん

と雪まつりに雪像づくりを行い、雪国での花をテーマ

とした作品提案が生まれました。

　作品が据えられる花壇は『城ヶ丘・花ぽけっと』の

メンバーが中心となって、ワークショップにより、計

画から制作まで手づくりを基本に進められます。今月

から花壇の形状や構造、植える花の種類の選定など、

リュイスざんを交えながら作品づくりが始まります。

　今回の取り組みは、芸術作品の制作という以上に、

自ら地域環境や景観を考えながら小公園づくりを行う

という、地域づくりのリーディングケースと言えます。

作品の計画案

　　　リュイス・鍵ンス氏略歴

護966スペイン・バルセロナ生蒙れ　刻99Q

ユール市国鉄駅前広場彫刻（フランス）
擁993　「AJAG　N　ew　Art　lの」畿p該嫡」　東京者区

美術館　現在、京都市在住

③平成12年4月1・日号
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平
成
”
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
3
月
31
日
㈹
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
2
3
人
の

皆
さ
ん
に
本
田
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
長
年
、
地
方
自
治
や
教
育
文
化
、
産
業
振
興
、
保
健
衛
生
、

交
通
安
全
、
防
災
、
統
計
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
市
の
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
人
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
自
治
功
労

　
風
間
長
一
郎
さ
ん

▼
教
育
文
化
功
労

　
須
藤
重
夫
さ
ん

（
長
里
）

（
中
条
島
）

▼
産
業
振
興
功
労

　
梅
田
健
次
郎
さ
ん
　
　
（
水
沢
2
）

　
羽
鳥
昭
一
さ
ん
　
　
　
（
駅
通
り
）

　
高
木
篤
さ
ん
　
　
　
　
（
本
町
2
）

　
山
本
秀
雄
さ
ん
　
（
新
座
4
1
1
）

▼
保
健
衛
生
功
労

　
池
田
慶
作
さ
ん

　
岡
村
ナ
ヲ
イ
さ
ん

　
開
襲
ヤ
イ
さ
ん

　
阿
部
セ
ツ
子
さ
ん

▼
交
通
安
全
功
労

　
上
村
修
二
さ
ん

（
下
条
本
町
）

（
春
日
町
3
）

　
　
（
桑
原
）

（
中
条
旭
町
）

（
土
市
3
）

▼
防
災
功
労

　
宮
澤
國
一
さ
ん

　
福
原
由
夫
さ
ん

　
阿
部
正
行
さ
ん

　
江
村
昭
一
さ
ん

　
小
海
忠
直
さ
ん

　
岡
田
俊
男
さ
ん

▼
統
計
功
労

　
佐
藤
一
男
さ
ん

　
片
桐
久
作
さ
ん

岡
村
徳
治
さ
ん

　
小
海
英
郎
さ
ん

▼
寄
附
功
労

　
丸
山
貞
一
さ
ん

　
丸
山
秀
二
さ
ん

▼
感
謝
状

　
川
本
敦
久
さ
ん

　
小
野
清
子
さ
ん

　
福
田
富
昭
さ
ん

　
　
（
小
黒
沢
）

　
　
（
宮
下
東
）

　
（
東
枯
木
又
）

（
新
座
4
1
2
）

　
　
　
（
当
間
）

（
稲
荷
町
3
北
）

　
（
新
光
寺
）

（
田
川
町
1
）

　
（
関
根
1
）

　
（
名
ケ
山
）

（
高
田
町
4
）

　
　
（
稲
葉
）

（
石
川
県
在
住
）

（
東
京
都
在
住
）

（
東
京
都
在
住
）

④



　　　　

　
3
月
31
日
付
け
お
よ
び
4
月
1
日

付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
異
動
と
退
職
者
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

　
退
職
者
は
▼
氏
名
（
旧
職
）

〈
課
長
級
〉
1
2
人

▼
税
務
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
文
書

統
計
係
長
）
柳
邦
男
▼
市
民
生
活
課

長
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
商
工
労
政

係
長
）
村
山
潤
▼
健
康
福
祉
課
長
・

社
会
福
祉
事
務
所
長
（
市
民
生
活
課

長
）
池
田
春
夫
▼
介
護
保
険
課
長
（
健

康
福
祉
課
介
護
保
険
室
長
）
宮
新
一

▼
商
工
観
光
課
長
・
雪
ま
つ
り
実
行

委
員
会
に
派
遣
（
商
工
観
光
課
長
）
竹

内
増
蔵
▼
区
画
整
理
課
長
（
建
設
課

長
補
佐
）
須
藤
健
一
一
▼
学
校
教
育
課

長
（
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
）

野
崎
建
児
▼
情
報
館
長
・
図
書
館
長

（
情
報
館
参
事
副
館
長
事
務
係
長
・

図
書
館
参
事
副
館
長
）
丸
山
克
巳
▼

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
・
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
館
長
（
議
会
事
務
局
次

長
）
桑
原
功
▼
水
道
局
長
（
区
画
整
理

課
長
）
丸
山
俊
久
▼
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事
（
新
潟
県
教
育
委
員

会
・
新
津
市
立
小
合
東
小
学
校
長
）

尾
身
辰
二
▼
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
参
事

室
長
補
佐
（
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
長
補

佐
）
上
村
良
一

［
退
職
者
］
1
3
人

▼
三
谷
尚
（
税
務
課
長
）
▼
長
津
進

（
健
康
福
祉
課
長
・
社
会
福
祉
事
務

所
長
）
▼
渡
部
則
夫
（
学
校
教
育
課

長
・
・
新
潟
県
教
育
委
員
会
に
転

出
）
▼
熊
木
剛
（
少
年
育
成
セ
ン
タ

ー
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館

長
）
▼
宮
澤
孝
美
（
情
報
館
長
・
図

書
館
長
）
▼
大
熊
忠
義
（
水
道
局
長
）

▼
平
野
貞
雄
（
企
画
人
事
課
長
補
佐

広
報
広
聴
係
長
・
・
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
に
転
出
）
▼
涌
井
ミ
チ

（
会
計
課
長
補
佐
出
納
係
長
）
▼
服

部
マ
チ
（
監
査
委
員
会
事
務
局
副
参

事
・
公
平
委
員
会
書
記
・
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
書
記
）
▼
高
橋
ト

シ
子
（
博
物
館
主
査
・
文
化
財
課
文

化
財
係
主
査
）
▼
澁
谷
武
（
企
画
人

事
課
企
画
係
主
任
・
・
新
潟
県
に
転

出
）
▼
上
野
豪
（
下
水
道
課
事
務
係

主
事
）
▼
桑
原
久
江
（
中
央
学
校
給

食
共
同
調
理
場
主
任
給
食
調
理
員
）

〈
課
長
級
以
上
〉
8
人

■
事
務
局

▼
事
務
局
長
・
企
画
振
興
課
長
（
企

画
振
興
課
長
）
藤
巻
誠
▼
総
務
課
長

（
市
企
画
人
事
課
長
補
佐
広
報
広
聴

係
長
）
平
野
貞
雄

■
消
防
本
部

▼
消
防
監
・
消
防
長
（
消
防
司
令

長
・
次
長
・
総
務
課
長
）
小
林
勝
美

▼
次
長
・
警
防
課
長
・
署
長
（
警
防

課
長
・
署
長
）
齋
木
薫
夫
▼
総
務
課

長
（
南
分
署
長
）
柳
茂
男
▼
消
防
司

令
長
・
予
防
課
長
（
消
防
司
令
・
予

防
課
長
補
佐
）
平
野
啓
介
▼
消
防
司

令
長
・
南
分
署
長
（
消
防
司
令
・
小

隊
長
・
警
防
課
長
補
佐
）
尾
身
誠
司

▼
消
防
司
令
長
・
西
分
署
長
（
消
防

司
令
・
松
代
分
遣
所
長
）
真
霜
万
作

［
退
職
者
］
3
人

▼
矢
口
辰
幸
（
消
防
長
・
事
務
局
長
）

▼
小
沢
勝
義
（
消
防
司
令
長
・
予
防

課
長
）
▼
齋
木
勘
治
（
消
防
司
令

長
・
西
分
署
長
）
▼
丸
山
武
男
（
消

防
司
令
・
警
防
課
通
信
係
長
）

犬轟藁漂贔軸留嚇団に感謝

彰式に併せて・＋日町市教育　”　騒，麟，雛

市民ブール水難事故における灘　　躍醸

灘蕪縷、、，『團＝1
れ贈りました。　　　　　　　．、ん

　水難事故があった当日は、　『顯　　…．騒．1．麟：’

非常に暑く、入場者は延べ980人と混雑していました。金沢さんが事

故現場に遭遇した偶然性もありますが、周囲がおぼれている子どもに

気がつかない中、第一発見者の功績は、日赤ボランティアとの連携プ

レーを生み出すのに必要不可欠の行動でした。rもしや」との思いに

よる行動の結果、なし得た人命救助であったと言えます。日赤安全奉

仕団の皆さんは、プールオープン期間中の土・日曜日とお盆の繁忙時

にボランティアとして監視にあたっています。

（株）きものブレインに
にいがた新環境価値づくり助成金

　新潟経済リサーチセンターは、平成11

年度の「にいがた新環境価値づくり助成

金」の助成先を㈱きものブレイン（岡元

松男社長）に決定しました。

　助成制度は平成10年度に創設され、地

域社会の産業育成・環境保護などを目指

して継続的な活動を続け功績をあげてい

る団体を顕彰することが目的です。助成

金として10万円が贈呈されます。

　㈱きものブレインは、積極的な障害者

雇用が評価されたものです。岡元社長は

「これからも障害者の雇用を通じて、社

会貢献できるよう努めます。また、10万

円の助成金は、社内組織である“障害者

推進委員会”の活動費用に充てたい」と

話しています。　　　　　　　　　　．
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～あなたも

　若い世代の仲間とワイワイ楽しく
　　　　　　　　　　　　　受講しませんか～

■受講資格

■経　　費

■会　　場

■合同開校式

■問い合わせ

18～30歳までの勤労青少年男女

各コースの教材費のほかに、傷害保険料

500円、利用者協議会費500円が必要

勤労青少年ホーム（学校町1）

　4月24日（月）午後7時30分～

　勤労青少年ホーム（盈57－8918）

・
．
、
輪
職 灘鱗羅蓬i灘 講雛鯉脚席脳…麟脚…舳響舳

傭灘醗鞘
5／11～3／8

　20回
主に第2・4木曜日

19二〇〇～21二〇〇
月3，000円

　20人
富井美和子 ステキに花を

　　生けましょう

懸幽轟鞘i
5メ8（》3護5

36回
　月曜臼
18：3Q～20二30

全掩，000円

　調5人
徳永久美子 おしゃれは作法から

（男性もぜひ）

5／10～3／7

　19回
第1・3水曜日

18＝30～20＝30
月1，200円

　15人
高梨泰子

和・洋・中華一

レパートリーを増や
しましょう
（男性も挑戦中）

5／17～3／14

　19回
第24水曜日
18二30～20＝30

月1，200円

　15人

騰継簿撫轄、．15ハ2～12／22
　　23回

　金曜日
19＝00～2羅：00

全禰，000円

　遡5人

素圏臨
服飾専闇学校

丸山幸江

十圖町驚癒欝物罫が

　　　藩れなきゃ

鰯羅覇麟嚢『』『 5／8～7／24

　12回
　月曜日
19＝30～21二30

全2，500円

　30人

県テニス協会
公認指導員

樋熊信夫

初心者対象です。
会場はサン・スポーツランド

難・霧裾鶴講．難 5／8～8／24

　12回
　月曜日
19二30～21＝30

全2，000円

　20人
スタジオJ＆A

大口悦子
いい汗かいて
　シェープアツプ！

　～おとどけします、こころに響く1冊～

　　一　　●一
　　　　　　　一塾　一

難麟難、翻撫灘・、、 雛講、．繊…難、灘一、．、灘、．『・、、蟷繍、雛、、1

焼　　　　野 山　新　田 東枯木又 上新田1
．水 水曜① 13100（・13：25 13＝35～14＝00 14150（鱗5謹0 16二〇〇～16＝30
簾、 飛渡第一小学校 飛渡第二小学校 枯木又分校 長寿広場前
・
．

翁∫

赤　　　　倉 田　　　麦 新　座　　3 四臼町1・峯 木 木曜① 10＝20～10＝50 13調0（網3140 15＝15～15二45 裕100～絡；30P
賦
麟
． 赤倉小学校 六箇小学校 新座保育園 耕融ミ蕪難糠鈴
i趨．

漉　　　　野 池　之　平
金 金曜① 1α可α）10140 13＝15～13＝45

東下組小学校 八箇小学校

珠　　　　川 馬　場　2 谷内丑2
』
『
『

P
『

『
『
水 水曜② 10＝30～11＝OO 13100・》捻130 16＝OO～16＝30

P鐵 珠田分校 馬場小学校 市営住宅
馨
、 吉田山谷一 南　鐙　坂 鉢　　　　2 名　ケ　山
♂『棄 木 木曜② 10125～10：55 13＝OO～13二30 謡3145～1網5 14二40～15＝10
、鱗 吉田小学校 鐙島小学校 真田小学校 名ケ山小学校
難 野　　　　中 馬　場　　彊 大黒沢1
撫1霊 金曜② 12＝50～13＝20 韓150～15謹0 15＝40～16＝10

野中小学校 平成園 森の保育園

◆図書の利用は1人5冊以内、次の巡回日まで借りられます。

◆学校、保育園がステーションになっているところでも、お気軽にご利用ください。

◆借りたい図書がないときは、予約（リクエスト）サービスをご利用ください。

◆町内、事業所などでステーションを置く希望がありましたらご連絡ください。

勤
労
青
少
年
ホ

ム
講
座
生
募
集

　
移
動
図
書
館
「
こ
だ
ま
号
」
は
今
年
も
新

し
い
本
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、
あ
な
た
の
地

域
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　闘い合わせ

十日町情報館
西本町2　盈50－5100

⑧



第
2
4
回
環
講
凝
懸
p

※襲わ勝欄翫難ヨ盛驚爵の繭報折込

　み捲謹覧くださ榛、嬉

　
繕
描
の
趨
捲
遜
象
徴
離
る
．
馨
紘
祭
難
藷
き
赴
の
蒙
錘
嬢
臨
．

5
捲
の
蓮
休
麓
猟
身
巻
轟
萢
装
禰
τ
鱈
礁
出
難
騰
ま
燃
溺
跡
・

　
歩
行
者
天
国

■
日
時
H
3
日
伽
午
前
n
時
～
午
後

　
3
時
（
駅
通
り
の
み
午
後
4
時
ま

　
で
）

■
会
場
目
本
町
1
～
6
、
高
田
町
1

　
～
2
、
駅
通
り

　
き
も
の
の
里
を

、
，
　
き
も
の
で
歩
こ
う

、
　
　
～
参
加
者
募
集
中
～

■
日
時
H
3
日
伽
午
前
8
時
30
分
～

　
午
後
4
時
■
集
合
ロ
ク
ロ
ス
ー
0

■
内
容
H
き
も
の
姿
で
、
市
内
を
散

　
策
。
昼
食
・
記
念
品
付
。

■
募
集
人
数
・
参
加
費
H
①
き
も
の

　
持
参
の
人
”
1
0
人
、
2
千
円
②
き

　
も
の
を
借
り
る
人
”
振
袖
…
2
5
人
、
紬

　
ま
た
は
付
下
げ
…
5
人
、
5
千
円

■
申
込
み
目
十
日
町
市
観
光
協
会

　
（
鱈
5
7
1
3
3
4
5
市
役
所
内
）

　
時
代
衣
装
行
列

　
　
　
　
　
『
源
平
盛
衰
記
』

■
日
時
0
3
日
伽
1
2
時
3
0
分
～
午
後

　
1
時
3
0
分

■
コ
ー
ス
H
サ
ン
ク
ロ
ス
出
発
↓
本

　
町
通
り
↓
本
町
1
終
了
　
※
本
町

　
3
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
で
舞
踊
劇

　
お
楽
し
み
抽
選
会

■
日
時
日
3
日
伽
、
発
券
午
前
H
時

　
～
、
午
後
3
時
1
0
分
抽
選
会

■
抽
選
会
場
H
駅
通
り

■
内
容
目
き
も
の
を
着
て
来
た
人
に

　
す
て
き
な
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　
染
織
体
験
広
場

■
日
時
H
3
日
伽
午
前
n
時
～
午
後

　
3
時

■
会
場
ロ
歩
行
者
天
国
（
本
町
2
）

　
　
　
　
す

■
内
容
H
摺
り
友
禅
・
絞
り
染
め
・

　
手
織
り
・
染
織
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ

　
オ
ー
マ
ン
ス
（
十
日
町
お
お
ま
つ

　
り
を
題
材
に
染
絵
を
創
作
）

　
無
料
茶
席

■
日
時
H
3
日
伽
午
前
n
時
～
午
後

　
3
時

■
会
場
H
四
ツ
宮
公
園

　
き
も
の
ス
ト
リ
U
ト

■
日
時
H
2
日
ω
℃
～
3
日
伽

■
内
容
H
本
町
1
～
5
、
高
田
町
、

　
駅
通
り
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
に

　
新
作
き
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

　
フ
リ
U
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
恒
例
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は

出
店
者
を
募
集
中
（
出
店
料
H
無
料
）

■
日
時
“
3
日
伽
午
前
n
時
3
0
分
～

　
午
後
3
時

■
会
場
H
歩
行
者
天
国
（
本
町
1
）

■
申
込
み
け
赤
倉
（
本
町
1
盈
5
7
－

　
0
2
7
0
）
へ
。

塩
之
又
山
菜
ま
つ
り

　
春
の
味
覚
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し

　
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
涯
5
月
2
日
一
閃

　
正
午
～
午
後
2
時
3
0
分

■
会
場
鋒
塩
之
又
森
林
公
園

■
会
費
H
一
人
4
千
円

■
定
員
H
1
5
0
人
（
先
着
）

■
申
込
み
H
4
月
2
5
日
ω
℃
ま
で
に
会

　
費
を
添
え
て
次
の
方
法
で
申
込
み
。

①
直
接
申
込
H
農
林
課
林
政
農
災
係

　
ま
た
は
ク
ロ
ス
ー
0
へ
。

②
電
話
申
込
H
農
林
課
林
政
農
災
係

　
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
ま
た
は
林

　
福
市
（
盈
52
1
2
2
2
0
）
へ
。

神
明
水
辺
麟
園
濠
憲
プ
ニ

ン
グ
記
念
コ
ン
サ
蒼
ト

　
公
園
の
完
成
を
記
念
し
て
、
コ
ン

　
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
H
5
月
4
日
㈲
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時
（
開
場
1
2
時
3
0
分
～
）

■
場
所
”
神
明
水
辺
公
園
（
下
条
4

　
丁
目
）

　
※
雨
天
時
は
下
条
中
学
校
体
育
館

■
出
演
目
松
本
美
音
（
シ
ン
ガ
i
）

■
演
目
H
「
ミ
ネ
ハ
ハ
心
を
う
た
う
」

■
入
場
料
H
大
人
3
千
円
（
前
売
2

　
千
5
百
円
）
中
学
生
以
下
無
料

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ロ
公
民
館
本
館
、

　
下
条
地
区
公
民
館
、
田
倉
ほ
か

■
問
合
せ
月
下
条
地
区
公
民
館
（
盈

55

1
2
0
0
4
）
へ
。

おめでとう成人式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
O

　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
団

日
レ
受
　
　
こ
　
　
　
楽

念
」
　
　
　
の
　
　
　
奏
鱈

　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
吹
（

　
　
　
　
　
o
祝
ト
　
　
民
館

億
大
2
　
お
　
q
市
本

日
　
q
読
諮
暴

3
刀
o
o
麟
跳
叶
訟

月
ロ
雀
念
憲
念
モ
奏
せ

誘
剛
詰
穫
臨

　
　
　
　
★
　
　
★
　
　
　
■
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　このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報公聴係（盈57－3／／／

内線2／3）へ、お気軽にお寄せください。

鞭繊韓

、
饗

鑛　
雌
灘

識
黙難

瓢
犠
．

綴

灘

懸、
あ
　
ド

巌
曝
、
、

　
灘
．

水沢学校給食共同調理場がオープン

　　～学校給食の試食会に200人～

　
新
し
い
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理

場
が
3
月
2
3
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
1
1
月
1
8
日
に
着
工
し
、
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
の

建
物
は
、
水
沢
小
学
校
に
併
設
し
、

総
事
業
費
1
億
9
4
万
円
、
床
面
積

6
0
3
・
3
7
，
m
、
最
新
鋭
の
調
理
器

具
を
備
え
た
、
県
内
有
数
の
調
理
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
郡
市
内
で
は
初
の
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
方
式
を
採
用
し
、
O
1
1
5
7
対

策
な
ど
安
全
面
を
考
慮
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
食
器
も
一
新
さ
れ
、

ト
レ
ー
、
食
缶
、
コ
ン
テ
ナ
、
配
送

自
動
車
な
ど
、
衛
生
と
保
温
を
最
大

限
に
考
慮
し
た
新
し
い
も
の
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
調
理
場
か
ら
は
水

沢
小
、
馬
場
小
、
馬
場
小
珠
田
分
校
、

六
箇
小
、
八
箇
小
、
水
沢
中
の
6
校
、

7
1
4
食
の
給
食
が
4
月
か
ら
配
送

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
調
理
器
具
で
調
理
し
た
給

食
を
、
新
し
い
食
器
で
食
べ
て
い
た

だ
き
学
校
給
食
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
3
月
3
0
日
・
31
日
の
両
日
試

食
会
を
行
い
、
2
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
馬
場
小
に
入
学
す
る
男
の

子
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
お
母
さ

ん
は
「
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
ら
れ

る
か
心
配
で
し
た
が
、
喜
ん
で
食
べ

る
子
ど
も
を
見
て
安
心
し
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

⑩

恥　　　嚇
㈱　　　卍

鞠藤　
く’瀞

　　　難窪
ジュニアサッカーで日韓交流

～アンニョンハセヨ大田選抜～

　
2
0
0
2
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
4
月
2
日
印
に
両
国
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

年
会
議
所
主
催
に
よ
る
「
第
2
回
日
韓
ジ

ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

横
浜
・
札
幌
な
ど
国
内
1
0
か
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
潟
会
場
と
な
っ
た
市
陸
上
競

技
場
で
は
、
十
日
町
選
抜
を
含
む
県
内
3

チ
ー
ム
と
、
韓
国
の
大
田
（
テ
ジ
ョ
ン
）

選
抜
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
試
合

は
個
人
技
に
ま
さ
る
大
田
選
抜
が
み
ご
と

優
勝
。
約
千
人
の
観
衆
は
選
手
の
好
プ
レ

ー
に
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
会
場
の
除
雪
や
通
訳
な
ど
に

延
べ
6
千
人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
す
る
な
ど
日
韓
親
善
と
キ
ャ
ン
プ
誘
致

に
向
け
、
貴
重
な
成
果
を
残
し
ま
し
た
。

、
謡

野上幸寿選手（＋高）が最優秀選手賞

　　　～J　O　Cカップで大活躍～

　
第
1
9
回
全
国
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
会

が
3
月
1
2
日
～
1
5
日
ま
で
秋
田
県
鹿
角
市

で
開
か
れ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
に
市
内

の
中
学
生
と
高
校
生
2
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
男
子
1
0
㎞
競
技
に
出
場
し
た
野
上
幸

寿
選
手
が
全
国
の
精
鋭
を
相
手
に
最
優
秀

選
手
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

〈
入
賞
者
v
【
男
子
1
0
㎞
】
▼
フ
リ
ー
①

野
上
幸
寿
（
十
高
）
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
⑨
野

上
幸
寿
【
中
学
男
子
1
0
㎞
】
▼
フ
リ
ー
③

渡
辺
俊
（
吉
田
中
）
⑥
桑
原
慎
太
郎
（
水

沢
中
）
⑨
井
川
純
一
（
下
条
中
）
▼
ク
ラ

シ
カ
ル
②
桑
原
慎
太
郎
③
渡
辺
俊
【
女
子

5
㎞
】
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
⑨
高
橋
奈
津
子

（
十
総
高
）
【
中
学
女
子
5
㎞
】
▼
ク
ラ
シ

カ
ル
⑤
丸
山
智
恵
（
吉
田
中
）



福
島
俊
史
く
ん
が
自
己
ベ
ス
ト
で
4
位

　
　
　
～
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
春
季
水
泳
大
会
～

　
第
2
2
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
春
季
水

泳
競
技
大
会
の
決
勝
が
3
月
2
8
日
ψ
℃
、
東
京
辰

巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
男
子
1
0

0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
H
～
1
2
歳
で
福
島
俊
史
く
ん

（
西
小
6
年
・
十
日
町
S
S
）
が
1
分
2
秒
0
3

の
好
タ
イ
ム
で
、
4
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
全
国
で
、
大
き
な
手
応
え
を
つ
か

ん
だ
福
島
く
ん
は
「
自
己
ベ
ス
ト
を
2
秒
以
上

更
新
し
、
4
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
に
屈
か
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、

全
中
で
優
勝
す
る
こ
　
ん
ば
り
ま
す
」
と
夏
へ

の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

2009年スキー国体誘致に立候補
　　　～誘致に向けた活動が始動～

　
2
0
0
9
年
（
平
成
2
1
年
）
は
新
潟
県

で
の
国
体
開
催
と
な
り
ま
す
。
昭
和
3
9
年

の
新
潟
国
体
以
来
、
実
に
4
6
年
振
り
の
開

催
で
す
。
そ
の
皮
切
り
と
し
て
の
国
民
体

育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
、
十

日
町
市
・
中
魚
沼
郡
に
誘
致
す
る
た
め
、

十
日
町
市
長
名
で
立
候
補
し
ま
し
た
。

　
3
月
1
9
日
印
・
2
0
日
鋤
に
は
、
カ
ル
フ

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

カ
ッ
プ
十
日
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
8
0
0

人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
ス
キ
ー
国

体
誘
致
に
向
け
た
の
ぼ
り
旗
も
設
置
さ

れ
、
ス
キ
ー
王
国
「
十
日
町
市
」
の
国
体

開
催
へ
の
積
極
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

．
灘

中
戦
施
謂

春の交通安全1
420人のお年寄りカ

知的障害者授産施設（通所）

　～「分場かわにし」開所～

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日
に
あ
た

る
4
月
6
日
困
、
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

で
、
郡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
十
日
町

警
察
署
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル
」
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

よ
、
老
人
が
5
～
1
0
人
で
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
　
9
月
末
ま
で
の
半
年
間
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
運
動
で

す
。
郡
市
内
か
ら
は
4
8
チ
ー
ム
計
4
2
0

人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
園
児
4
人
が
「
チ
ビ

ッ
コ
一
日
交
通
警
察
官
」
に
任
命
さ
れ
、

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
へ
の
激
励
や
、
街
頭

で
の
交
通
安
全
呼
び
か
け
な
ど
、
制
服
姿

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
知
的
障
害
者
の
就
業
を
保
障
し
、
社
会

復
帰
を
め
ざ
す
「
な
ご
み
の
家
」
の
分
場
施

設
「
分
場
か
わ
に
し
」
が
、
4
月
4
円
σ
℃
に

川
西
町
水
口
沢
地
内
に
開
所
し
ま
し
た
。

す
で
に
市
内
で
は
2
年
前
か
ら
「
な
ご
み

の
家
」
が
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

通
所
希
望
者
の
増
加
や
不
況
に
よ
る
社
会

雇
用
の
減
少
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
新

た
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
運
営
は
社

会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
が
行
い
、
定
員
1
9

人
の
う
ち
、
市
内
か
ら
は
1
0
人
の
皆
さ
ん

が
通
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
の
安
定
し
た

就
業
と
自
立
支
援
に
は
、
不
況
に
も
う
ち

か
つ
こ
と
の
で
き
る
地
域
資
源
の
活
用

や
、
事
業
者
を
含
む
多
く
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
支
援
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑪平成12年4月1・日号
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十
日
町
村
は
、
戸
数
は
千
二
百
戸

を
超
え
、
人
口
は
七
千
人
に
達
す
る

規
模
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
と
同
じ

よ
う
に
「
村
」
を
称
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
民
の
中
か
ら
「
町
」
と
改
称
せ

よ
と
い
う
意
見
が
お
き
ま
し
た
。
村

と
い
う
と
商
業
が
不
振
で
、
産
業
が

盛
ん
で
な
い
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

る
。
十
日
町
の
よ
う
に
他
国
と
取
り

引
き
を
し
て
い
る
所
で
は
、
商
業
・

産
業
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
を
わ
か

っ
て
も
ら
え
な
い
と
、
取
り
引
き
の川治村役場（大正年間）

う
え
で
不
利
で
あ
る
、
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
で
し
た
。

　
村
議
会
で
も
改
称
が
可
決
さ
れ
、

中
魚
沼
郡
参
事
会
で
も
妥
当
で
あ
る

と
県
の
参
事
会
に
答
申
さ
れ
、
十
日

町
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
年
九

月
二
十
四
日
で
し
た
。

　
二
十
一
年
の
合
併
が
行
わ
れ
た
と

は
い
え
、
中
魚
沼
郡
三
十
四
町
村
の

う
ち
、
十
七
か
村
は
戸
数
が
三
百
戸

に
満
た
な
い
状
態
で
し
た
。

　
三
十
四
年
、
県
は
八
百
十
六
町
村

を
四
百
五
十
六
町
村
に
す
る
、
大
合

併
を
お
し
進
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伝
染
病
予
防
法
の
施
行
、

教
員
の
俸
給
最
低
額
の
じ
ゅ
ん
守
、

義
務
教
育
の
三
年
か
ら
四
年
へ
の
延

長
と
無
月
謝
制
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

町
村
に
課
せ
ら
れ
た
財
政
的
・
行
政

的
責
務
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
小
規

模
な
村
の
存
立
が
危
う
く
な
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　
県
の
合
併
案
に
は
各
地
で
反
対
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
県

は
一
部
の
強
い
反
対
を
押
し
切
っ
て

合
併
を
す
す
め
た
た
め
、
不
満
が
残

っ
た
地
域
も
生
じ
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
前
の
十
日
町
・
六
箇

村
・
川
治
村
・
中
条
村
・
吉
田
村
・

下
条
村
・
水
沢
村
・
貝
野
村
の
村
域

は
、
こ
の
合
併
で
定
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
通
史
編
4
　
近
・
現
代
一
）

そ
㌧
璽

　
私
は
、
入
山
で
男
4
人
女
2
人
の

6
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後

10

年
間
農
業
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
1
2
年
か
ら
東
京

の
小
石
川
で
兄
が
経
営
す
る
燃
料
店

に
勤
め
ま
し
た
。
1
6
年
7
月
に
召
集
。

高
田
の
3
0
連
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　
同
年
8
月
に
満
州
の
大
連
に
上
陸

し
て
以
来
、
南
京
～
カ
ム
ラ
ン
湾
～

マ
レ
ー
半
島
～
ル
ス
ミ
ネ
海
岸
～
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
～
バ
ン
コ
ク
～
ビ
ル
マ

～
ラ
ン
グ
ー
ン
と
転
戦
し
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
の
仕
事
は
、
飛
行
隊
の
援
護
で

し
た
が
、
ビ
ル
マ
で
ー
か
月
の
教
育

を
受
け
、
そ
の
後
は
暗
号
要
員
と
し

て
勤
め
ま
し
た
。
終
戦
後
、
帰
還
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
2
1
年
5
月

鹿
児
島
に
復
員
し
ま
し
た
。

ヂ

大熊保次さん
（五軒新田）86歳

このコーナーでは、登場していただく人

を募集しています。問い合わせは企画人

事課広報広聴係盈57－3111内線213へ
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戦
争
を
振
り
返
る
と
、
銃
弾
に
も

当
た
ら
ず
マ
ラ
リ
ア
に
も
か
か
ら
ず

に
運
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
家
へ
帰
っ
た
秋
に
中
条
村
農
業
会

に
勤
め
、
翌
年
2
月
に
大
熊
家
に
婿

養
子
と
し
て
入
籍
し
ま
し
た
。
2
3
年

に
は
長
女
、
そ
の
後
長
男
、
次
男
、

次
女
と
子
ど
も
を
4
人
も
う
け
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
は
、
農
協
を
辞
め
、

兄
の
始
め
た
機
屋
に
勤
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
構
造
不
況
な
ど
で
最

後
は
み
じ
め
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
景
気
も
上
昇
の
時
期
で
従
業
員

が
百
人
も
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

長
男
な
ど
子
ど
も
も
み
ん
な
こ
の
会

社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
転
職
し
て
現
在

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
7
7
歳
の

お
祝
い
の
あ
と
交
通
事
故
に
遭
い
、

こ
れ
を
契
機
に
仕
事
を
辞
め
ま
し

た
。
　
今
は
子
ど
も
の
心
配
も
な
く
、

野
菜
づ
く
り
の
か
た
わ
ら
、
山
菜
取

り
、
き
の
こ
取
り
、
盆
栽
な
ど
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。



偏
せ
課
係
1
1

問
健
健
盈

●

覇
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
心
の
健
康
麟

　
毎
日
、
子
ど
も
に
接
し
て
い
る
小

児
科
医
師
の
立
場
か
ら
、
心
の
健
康

に
つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
多
く
の
学
校
で
不
登
校
や
い
じ
め

は
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
子
ど
も
を
と

り
ま
く
環
境
は
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
日
常
の
医
療
現
場
で
も
、

子
ど
も
が
朝
に
な
る
と
頭
痛
や
腹
痛

に
悩
ま
さ
れ
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
く

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
の
多
く
は
、
い
じ
め
な
ど
に
よ

る
心
の
症
状
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
5
0
年
代
以
来
急
速
に
進
ん
で

い
る
少
子
化
現
象
と
経
済
・
科
学
の

発
展
は
、
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
反

面
、
生
活
の
テ
ン
ポ
が
早
く
な
り
能

率
優
先
の
社
会
が
形
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
に
対
し
て
先
人
の
伝

承
（
お
年
寄
り
の
人
生
経
験
や
知
恵
、

人
情
や
義
理
な
ど
）
は
軽
視
さ
れ
、

各
家
庭
で
は
期
待
過
剰
・
学
業
重
視

の
子
育
て
が
な
さ
れ
る
傾
向
が
で
て

い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
家
庭
で
も
社
会
で
も

「
速
い
子
」
「
強
い
子
」
「
成
績
の
良

い
子
」
が
良
い
こ
と
と
し
て
求
め
ら

れ
、
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
強
い
ら
れ

る
と
、
ほ
か
に
対
し
て
「
ね
た
み
」

「
ひ
が
み
」
、
負
け
る
こ
と
に
よ
り

「
劣
等
感
」
な
ど
を
抱
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
慎
重
な
た
め

に
行
動
の
遅
い
子
」
「
や
さ
し
い
た

め
に
自
己
主
張
の
で
き
な
い
子
」
な

ど
は
弱
さ
と
し
て
と
ら
え
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
期
待
に
応
じ
き
れ
な
い
子

ど
も
は
、
自
分
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
感
じ
、
あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
を

た
め
て
周
囲
に
反
発
・
反
抗
を
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
特
に
い
じ
め
の
問
題
は
、
ゆ
が
ん

だ
子
ど
も
た
ち
の
心
が
関
与
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
い
じ
め
る

子
」
と
「
い
じ
め
ら
れ
る
子
」
当
事

者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
い
じ
め
を
見
て
黙
っ
て
い
る
子
」

や
「
お
も
し
ろ
が
る
子
」
「
無
視
す

る
子
」
「
い
け
な
い
と
感
じ
て
も
、

逆
に
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
と
思
い

口
に
出
せ
な
い
子
」
な
ど
は
、
い
じ

め
を
助
長
し
て
い
る
当
事
者
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
。
ク
ラ

ス
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
そ

の
こ
と
に
気
づ
き
、
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
心
が
健
康
に
育
つ
た
め

に
は
、
成
長
過
程
の
中
で
「
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
」
「
大
切
な
こ
と
」

を
親
や
社
会
か
ら
教
え
ら
れ
な
が
ら

社
会
性
、
集
団
性
を
養
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

露灘霞晦諦1観灘構報　　　　　　　5解・一〇50の

露嚢趨臨のダ器灘距　　025－28簿一灘000

4／／0～4／／7　クーリング・オフ制度について

4／／7～4／24　電話勧誘の資格商法
　　　　　　　　　　～二次被害にご用心～

4／24～5／4　消費生活相談事例～S　F（催眠）商法～

5／／～5／8　　有利な副業？r代理店・内職商法」に
　　　　　　　　　　気をつけて

5／8～5／／5　消費生活相談事例～資格商法～
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墨景盤豚肉の袋詰め

　味のしみこんだ熱々の袋詰めは、ご

はんによく合い、子どもたちに人気の

一品です。

紹介者1岩田ケイジさん（新水）

蹴
豊

転鮭，

■
諺
7

材料（4人前）

　豚肉薄切り…120グラム

　玉ねぎ…120グラム

　玉子…4個

　油揚げ…2枚

　砂糖・しょうゆ・だし汁…適宜

作り方

麟瀬霧醗1雛蓬ぬぎ蓬襲薙．藁羅轍懸彊盤

　籔翻雛繊欝袋撚講難嚢．』、．

嚥雛錘灘譲麟講灘の薫蟹雛鐵騨．濁

　揚灘⑳欝礁戴糀難、』

③鞠翻盤瞳熱鍵②礁翻羅．蓋番の灘譲莚

　欝蓬澱籍．楊鞍灘欝巻蟹める．

鞭獄灘・襲総警ゆ・砂糖難飛難雛薫辮を沸

　騰謹議羅の轍霧③を盤灘癒錘織る。

纏盤羅の叢難が圏雛な綴たら雄謹あiが頓。

　灘嫁み織あわ越無煮迭み謄闘難調整繊瓢

　慧繰雛。

⑬載鱗翻②饒
ii欄糊i馴lll鰍i川躍旧l
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“
、

催し
宮
澤
健
二
写
真
展

イ
ン
ド
紀
行
2
0
0
0

地
元
写
真
家
に
よ
る
イ
ン
ド
旅
行

の
貴
重
な
記
録
を
展
示
中
■
会
期
H

4
月
1
6
日
印
ま
で
※
！
0
日
昂
は
休
館

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

日
■
展
示
時
間
口
午
前
9
時
30
分
～

午
後
7
時
、
た
だ
し
1
2
日
伽
は
午
後

9
時
ま
で
、
1
5
日
出
・
1
6
日
側
は
午

後
5
時
ま
で
■
場
所
匡
十
巳
町
情
報

館
多
目
的
コ
ー
ナ
ー
■
入
場
料
H
無

料
■
問
合
せ
H
十
日
町
情
報
館
（
盈

50

1
5
1
0
0
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り

　
　
お
は
な
し
の
へ
や

　
～
さ
く
ら
の
ま
き
～

絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
ほ
か
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
H

4
月
2
2
日
出
午
後
3
時
～
4
時
■
場

所
H
十
日
町
情
報
館
■
問
合
せ
n
十

日
町
情
報
館
へ
。

環
境
講
演
会

■
日
時
目
4
月
1
6
日
㈹
午
後
2
時

～
4
時
■
会
場
廿
十
日
町
情
報
館
■

講
師
H
中
庭
三
夫
氏
（
足
利
商
工
会

議
所
参
事
）
■
演
題
ロ
「
E
M
が
つ

な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
夢
づ
く
り
」
■
入

場
料
H
5
百
円
■
問
合
せ
”
十
日
町

E
M
研
究
会
（
盈
5
7
－
8
8
9
1
）

へ
。幕
内
秀
夫
氏
講
演
会

　
　
「
粗
食
の
す
す
め
」

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
粗
食
の
す
す
め
』

の
著
者
が
、
健
康
的
な
食
生
活
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。
■
日
時
H
4
月

29

日
出
午
前
1
0
時
～
正
午
■
会
場
目

十
日
町
情
報
館
■
講
師
H
幕
内
秀
夫

氏
■
入
場
料
H
前
売
り
3
百
円
、
当

日
5
百
円
■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
情
報

館
、
大
万
書
店
（
本
町
2
）
■
保
育

ル
ー
ム
ー
1
要
予
約
、
定
員
1
0
人
、
費

用
一
人
2
百
円
（
お
や
つ
代
含
む
）

■
問
合
せ
・
保
育
申
込
み
口
湯
本
奈

保
美
（
盈
5
6
1
2
7
2
3
）
へ
。

2
0
0
V
体
験

　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

初
参
加
大
歓
迎
！
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
を
用
い
て
「
手
作
り
お
菓
子

で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
（
簡
単
ミ
ル
フ

イ
ー
ユ
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
ほ
か
）

を
作
り
ま
す
。
■
日
時
H
4
月
2
8
日

働
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
■
場

所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
■

定
員
U
1
8
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）
■
参
加
費
”
5
百
円
■
申
込

み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
盈
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
「
き
☆
ら
・
ら
」

■
日
時
H
4
月
1
6
日
2
3
日
、
5
月

7
日
1
4
日
2
1
日
2
8
日
の
各
日
曜
日
午

前
H
時
～
n
時
4
0
分
■
場
所
H
中
里

村
U
モ
ー
ル
■
入
場
料
H
一
般
2
百

円
、
中
学
生
以
下
百
円
■
問
合
せ
目

中
里
村
教
育
委
員
会
（
盈
6
3
1
4
4

7
8
）
へ
。

国
営
越
後
丘
陵
公
園

　
　
　
　
　
春
季
開
園

広
大
な
丘
陵
公
園
で
春
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
登
場
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
丘
で
は
3
0
種
が
あ
な
た
を
出

迎
え
ま
す
。
■
春
季
開
園
日
H
4
月

15

日
出
■
開
園
時
間
H
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
5
時
■
場
所
“
長
岡
市
宮

本
東
方
町
字
中
山
■
入
園
料
H
大
人

4
百
円
、
小
人
8
0
円
■
駐
車
料
H
3

1
0
円
（
普
通
車
）
■
休
園
日
ロ
月

曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
翌
日
）

■
問
合
せ
H
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

（
盈
0
2
5
8
1
4
7
r
8
0
0
1
）
へ
。

ふるさセ

　平成9年から、春と秋に実施して1

戦を、今年も下記の日程で実施しま’

清々しい季節、ごみのないまちづく

さんふるってご参加ください。

■日　時4月29日（みどりの日メ
■集合場所　妻有大橋付近河川敷（．

■実施場所　信濃川河川敷、各町内、

　　　　　駅前、東口公園、高山；

　　　　　地下道、緑道、河川敷1

　　　　　高山バイパス、城ケ丘ピ

■催　　し　清掃後、メイン会場憲

　　　　　やクイズ（景品多数猟

■問合せ市民生活課生活環境係

　　　　　　　　　　　　蕉市役藤

⑭

L　　　父》鴇J”　‘　▼　『F
　十日町地域消防本部では、6月に十日町市および

中魚沼郡の『消防史』を発行します。

　内容は、江戸期の防火体制の創設から、明治期の

消防組の創設、戦時体制下の警防団などそれぞれの

時代を経て、現在にいたるまでの地域消防の歴史が

綴られています。また、長い歴史の中で、足跡を残

された先人の取り組みも、多数の資料を用いて紹介

する、まさに郷士の『消防史』となっています。

　購入を希望される方は、十日町地域消防本部総務

課（〒948－0036市内北新田1番地10盈57－
0斜9）にお申し込みください。事前申込みの受付

けとあわせ、必要な方には、より詳しい案内文書を

送筋せていただきます。

　　■体裁鑑A5版本文900頁程度
　　■i金額霊漂冊5，000円予定

　　謹発癒董灘日簗6翻0日（十日町大火記念日）
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募集
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
朝
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
あ
な
た

も
健
康
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
買
い
物
自
転
車
や
、
都
合
の
よ
い

日
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
■
期
間
”

5
月
8
日
～
1
0
月
6
日
ま
で
の
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
■
時
間
H
午
前
5

時
3
0
分
～
6
時
3
0
分
■
集
合
場
所
H

市
役
所
前
駐
車
場
■
年
会
費
H
千
5

百
円
（
保
険
料
）
■
申
込
み
け
サ
イ

ク
リ
ン
グ
協
会
事
務
局
（
マ
ル
セ
イ

サ
イ
ク
ル
・
錦
町
1
鱈
5
7
1
4
8
6

0
）
ま
た
は
当
日
集
合
場
所
で
受
付

市
民
音
楽
祭

　
　
　
出
場
団
体
募
集

　
■
日
時
日
7
月
1
日
田
午
後
7
時

～
9
時
3
0
分
■
場
所
目
市
民
会
館
ホ

ー
ル
■
参
加
資
格
H
市
内
で
音
楽
活

動
を
し
て
い
る
団
体
■
申
込
み
H
4

月
2
5
日
σ
℃
ま
で
に
、
申
込
用
紙
を
公

民
館
本
館
に
提
出
、
ま
た
は
次
の
問

合
せ
先
に
F
A
X
送
信
。
※
申
込
用

紙
は
公
民
館
本
館
に
配
置
■
問
合

せ
H
市
民
音
楽
協
会
・
渡
辺
真
人

（
鱈
．
F
A
X
52
1
2
6
8
0
）
へ
。

労
働
基
準
監
督
官

　
　
　
　
　
　
　
採
用
試
験

　
労
働
基
準
監
督
官
（
労
働
省
職
員
）

を
募
集
中
■
試
験
期
日
H
6
月
1
7
日

出
．
1
8
日
㈹
■
試
験
会
場
”
新
潟
市

内
■
申
込
締
切
0
5
月
n
日
㈲
■
問

合
せ
H
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

（
a
52
1
2
0
7
9
）
へ
。

粉
年
度
調
理
師
試
験

　
■
試
験
日
時
H
6
月
2
3
日
團
午
後

1
時
～
3
時
3
0
分
■
試
験
地
H
六
日

町
■
受
験
資
格
H
中
学
卒
業
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
、
調
理
業
務
の
従

事
経
験
が
2
年
以
上
あ
る
者
■
受
験

料
”
6
千
4
百
円
■
受
験
申
込
・
問

合
せ
H
5
月
8
日
㈲
～
1
5
日
㈲
ま
で

に
必
要
書
類
を
十
日
町
保
健
所
に
提

出
。
願
書
等
は
保
健
所
で
配
布
中
。

■
問
合
せ
月
十
日
町
保
健
所
（
盈
57

1
2
4
0
0
）
へ
。

座講
点
嶺
教
室

綜
　
　
　
鞭

　
　
霧

　
毎
月
1
回
、
点
字
教
室
を
行
つ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
は
随
時
受
付
中
■
日
時
儲
4
月

15

日
田
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
■
場

所
H
公
民
館
本
館
■
問
合
せ
け
十
日

町
明
窓
会
・
関
口
（
盈
5
7
1
5
0
9

9
）
へ
。
※
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

初
級
手
話
講
習
会

　
■
日
程
目
5
月
1
0
日
・
2
4
日
、
6

月
7
日
・
2
1
日
、
7
月
5
日
・
1
9
日
、

8
月
2
日
・
2
3
日
（
水
曜
日
全
8
回
）

■
時
間
H
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

（
7
時
～
受
付
）
■
会
場
H
公
民
館

本
館
■
会
費
H
3
百
円
（
初
回
参
加

時
に
徴
収
）
■
主
催
目
十
日
町
手
話

サ
ー
ク
ル
■
申
込
み
・
問
合
せ
H
4

月
2
8
日
團
ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
西
寺
町
盈
5
0
－
5
0
1

0
、
F
A
X
52
1
7
0
2
0
）
へ
。

雛
．
癖
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
藝
－
鱗
『

聾
厚
生
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
5

医
師
や
助
産
婦
が
介
助

じ
な
い
出
産
は
危
険
で
ず

　
最
近
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
に
、
健
康

診
査
を
受
診
し
な
い
こ
と
を
勧
め
た

り
、
自
宅
で
医
師
ま
た
は
助
産
婦
の

介
助
な
し
で
の
分
娩
を
勧
め
た
り
、

い
わ
ゆ
る
2
4
時
間
風
呂
で
水
中
分
娩

す
る
こ
と
を
勧
め
る
団
体
が
あ
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

無
裁
屹
鐘
痘
¢
地
緬
鱗
示
．

　
3
月
2
4
日
に
平
成
1
2
年
度
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示

は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
）
を
選
び
、
そ
の
適
正
な
価
格
を
公
示
し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定
評
価
や
、
公
共

用
地
買
収
な
ど
の
基
準
と
さ
れ
、
適
正
な
地
価
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

＜市内の地価公示価格＞（平成12年1月1日現在価格）

馨齢　垂輔 穰…雛翻

麗
字西浦寅甲73（西浦町東） 67，500円 68，700円 △1．7

住吉町135（島） 39，600円 39，600円 一

麗
腰
寿町2丁目2－28（寿町2） 60，600円 60，600円 ｝

字西三ノ町寅甲17－1（本町3） 167．OOO円 180．OOO円 △7．2

字道下549外（本町1上） 81．000円 87．OOO円 △6．9

【
公
示
価
格
を

　
土
地
売
買
の
参
考
に
】

　
土
地
の
形
状
、
道
路
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
な
ど
を
標
準
地
と
比
較
す

れ
ば
、
対
象
地
の
お
よ
そ
の
価
格
が

わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
公
示
価
格
を
調
べ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
公
示
価
格
の
ほ
か
、

県
で
は
市
内
の
住
宅
8
か
所
、
山
林

1
か
所
の
地
価
調
査
を
実
施
し
て
い

る
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
示
価
格
は
市
役
所
で

　
　
　
　
縦
覧
で
き
ま
す
】

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地
の

土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し

た
関
係
書
類
は
市
役
所
に
県
内
す
べ

て
の
も
の
が
あ
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
H
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
へ
。

　
　
　
　
（
市
役
所
・
内
線
2
0
5
）

⑮平成12年4月1・日号

ー
け
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こ
の
方
法
は
、
①
母
子
の
か
ら
だ
の

異
常
の
発
見
が
遅
れ
、
生
命
が
危
険

な
状
態
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。
②

手
術
や
緊
急
医
療
な
ど
適
切
な
対
応

を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が

高
い
．
③
風
呂
で
の
水
中
出
産
は
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
に
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
す
で
に
死
亡
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
の
皆
さ
ん
は
、

き
ち
ん
と
健
康
診
査
を
受
け
、
医
師

ま
た
は
助
産
婦
の
介
助
の
も
と
で
安

全
に
出
産
し
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調

を
崩
し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

仲
間
と
と
も
に
断
酒
を
継
続
し
ま

す
。
□
日
時
H
4
月
2
3
日
印
午
後
1
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（

30

分
～
3
時
3
0
分
■
場
所
”
公
民
館

本
館
■
問
合
せ
U
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係
（
内
線
1
4
3
）
へ
。

　
年

　
　
　
　
』
　
＼

　
　
　
　
、
　
　
●

　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
』

　
　
　
　
1
　
』

　
　
　
　
『

平
成
鞭
年
度
の

　
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
の
平
成
1
2
年
度
保
険
料

は
、
月
額
1
万
3
千
3
百
円
に
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
付
加
保
険
料
の
月
額
4
百
円
も

据
え
置
か
れ
ま
す
。
■
問
合
せ
け
市

民
生
活
課
国
民
年
金
係

1
）
へ
。

　　翻i欝

（
内
線
1
5
　
　
育
館
（
鱈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

　
今
年
度
か
ら
、
狂
犬
病
注
射
が
各

市
町
村
の
事
務
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
昨
年
度
ま
で
の
よ
う
に

近
隣
町
村
で
注
射
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
注
射
日
は
市
報
3
月

25

日
号
や
、
通
知
は
が
き
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
時
に
犬

の
ふ
ん
を
放
置
す
る
人
が
多
く
い
ま

す
。
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。
■
問
合

せ
H
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
内

線
1
5
7
）
へ
。

ポー

へ・鱒

　
5
月
か
ら
n
月
ま
で
体
育
館
を
個

人
開
放
し
ま
す
。
個
人
券
（
大
人
2

百
円
、
子
ど
も
百
円
）
、
定
期
券
で

気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
H
総
合
体

轟鶴ii鱗1講麟欝ili，1難i萎簸

月
　17＝30～19130
バスケットボール

　17＝30～21＝30
野球・ソフトボール

19＝30～21＝30

バドミントン

水
17130～19：30バスケットボーノレ

19：30～21130バドミントン
19＝30～21＝30

バレーボール

本
19＝30～21二30
卓　　　球

金
17：30～19：30バスケットボール

19：30～21：30バドミントン

19＝30～21＝30

サ　ツ　カ　ー
19130～21二30
バレーボール

塁
　17：30～19＝30
野球・ソフトボール

19＝30’一21二30

ソフトテニス

　
走
る
、
投
げ
る
な
ど
基
本
的
な
運

動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
身
体
発
達
と
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
■
期
日
擁
4
月

22

日
～
来
年
3
月
ま
で
の
、
毎
月
第

2
・
第
4
土
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
～

n
時
3
0
分
■
会
場
H
陸
上
競
技
場
※

4
月
2
2
日
の
会
場
は
総
合
体
育
館
■

対
象
者
H
小
学
生
■
参
加
費
ほ
年
額

3
千
円
■
申
込
み
目
4
月
2
0
日
㈲
ま

で
に
総
合
体
育
館
に
申
込
用
紙
を
提

出
。
用
紙
は
申
込
先
に
配
備
。
参
加
費

は
初
回
練
習
日
に
徴
収
■
問
合
せ
け

　　

⑯

　本市は11月4日まで、緊急雇用安定地域に指定されています。これ

により次の支援措置が行われていますので、該当者はご利用ください。

1．特定求職者雇用開発助成金支給

　　市内事業所離職者（45歳以上65歳未満）を公共職業安定所の

　　紹介により継続雇用者として雇い入れた事業主に支給。

2、雇用調整助成金支給

　　休業手当、出向労働者賃金を負担した事業主に支給。

3．雇用保険の個別延長給付

　　40歳以上の市内事業所離職者に対する、所定給付日数を超え

　　た基本手当の支給。（60日限）

■問合せ＝ハローワーク十日町（盈57－2407）へ。

　労働者を一人でも雇用する事業主は、労働保険（労災保険・雇用保

険）の加入・年度更新手続きが必要です。今年度の申告書提出と保険

料納付の期限は5月22日（月）です。早めに手続きを済ませてください。

■問合せ＝十日町労働基準監督署（盈52－2079）へ。
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・消費者協会（市民生活課生活環境係

晶　　　嶺 規　格 希望価格

才ルガン電気式 全音 無料

ミ　こ　　四　　駆
ほぽ新品
10万円相当 3万5千円

スキー板のみアルペン用 2m　新品
アトミック 千円

机　　と　椅　　子 小学生用 無料

スキーチューンナップ台 アルペン用
万力付き 相談で

箱苗の芽出し機 1台 相談で

箱　　苗　　の　箱 100枚 相談で

田植機2条植え
クボタ
ランボー 相談で

普通タイヤ4本
エスティマ
215－65－15（新品） 相談で

ス　チ　ー　ル　机 2卓 相談で

ク　ローゼツ　ド 5千円

電気スタン　ド ナショナル 無料

木目洋服用ロツカータンス 縦180　奥行57
　幅59 無料

木　　目　靴　箱 縦97　奥行32
　幅62 無料

原付バイクスポーツタイプ 7万5千円

ハンディライター カシオHW33 4千円

冷　　蔵　　庫（小） 高さ105　奥行45
　幅46

無料
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建
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ス

繊講欝驚翻繋叢麟灘・

加　　　湿 器 無料

アルペンスキー ・靴 レデイース用

長さ175　靴24
無料

バイク（スクーターも可） 50cc 相談で

ボクシングサンドバッグほか

1～2m 相談で

立　　　ち 板 小型 相談で

米　　　び つ 30kg入り 相談で

自転車20インチ 女子用 無料

任天堂64本体 相談で

雛　　　人 形 相談で

BSアンテナ（チューナー不要） 相談で

二　段　ベ　ツ ド 相談で

キーボードか電子ピアノ 無料

田
買 相談で

三輪車2歳位用 女子用 無料

女　子　用　衣 類 3歳位 無料

τ

◎獅護裸縢縫慰．擁◎歳以豊の火戴蘭入i賑繍談談響の薩療裸険繕惹

奮鞭慧薙舞護探険料を納める莚惹に麟簸まず。

◎国幾健康線険の加入着は、40歳から鱗歳の入数額所得に応じて裸

険料が決謙り談す。半額は、国が負担します。市では保険料額を7

月に決定しお知らせしま燈。納期は従来圃様7月～2月の8團です。

040歳から64歳までの国保以外の医療保険加入者は、平成耀2年14月

（5月納付）から、保険料を納めることになり、保険料の額は、給

料に応じて決まります。扶養されている40歳から64歳の人の分は、

加入している医療保険の被保険者が全体で負担することになります

ので、原則として新たに保険料を納める必要はありません。また、

これまでの医療保険料と同様、介護保険料も原則として事業主が半

額を負担することになっています。

■問合せ…◆事業主の事務については、新潟社会保険事務局六日町

事務所（盈0257－70－2211）へ。◆個人の保険料のうち、①社会

保険加入者は事業所の担当者へ．②国保加入者は介護保険課国保係

へ。③65歳以上の人は介護保険課介護保険係へ．

⑰平成12年4月1・日号

l
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織　　こうた
・樋ロ航大ちゃん織、甕

　　　　　（5歳）

　
こ
の
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え
、
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会
で
タ
ヌ
キ
の
劇
を
し
た
よ
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だ
か
ら
ぼ
く
は
タ
ヌ
キ
が
大
好
き
。
こ
の
絵
は
お

父
さ
ん
タ
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キ
を
ま
ん
中
に
、
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キ
の
親
子
が

ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
を
採
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
よ
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『
鍛
菱
、
　

　
　
　
　
　
　
　

瀞
』
撫
、
繊
灘
　

　わたし春が大好き。この絵はピカチュー

とお友だちが、香になってお花畑でおやつ

を食べているところだよ。わたしも早くお

花の咲く中を、みんなとお散歩したいな。

饗
犠1驚辮

　　　　な　お
灘村山奈穂ちゃん
　　　　（5歳）

じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
保
育
所
⑧

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

庭野美紗季ちゃん
　　　　　　　平成10年6月10日生まれ
　　　　　　　新座4－2

　近所にいる犬やねこと遊ぶのが大好

き。おうたとお話しがとてもじょうず

です。親もビックリしているくらい言

葉がパッキリしています。ちょっと人

見知りするけど、お兄ちゃんにもまれ、

たくましくなりました。何でも食べて

とても元気なみさきちゃんです。

』
や
か
ち
ゃ
ん

3月末現在
（　）は前月からの増減

ツノパシバミの雄花　　雌花　　果実一こうばしくおいしい

とおかまち
58

ロ
男
女
数

　
　
　
帯

人
　
　
世

■
　
　
　
　
■

44，028人

2／，624人

22，407人

42，948世帯

（一247）

（一／22）

（一／25）

（一47）

■発行／十日町市役所

　　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地TELO257－57－3111FAX52－4635
　　Email　info＠city、tokamachi．niigatajp　URL　h廿P＝〃www．city．tokamachi。niigatalp

■編集〆企画人事課広報広聴係

ツノハシバミ（カバノキ科）

　まだ雪の残る山野で、ひもみたいなものを枝に垂

れ下がっている木を見たことがありませんか。（写
　　　　　　　　お
真左）たくさんの雄花が集まり枝先にぶら下がった

ツノハシバミです。（他のカバノキ科も似たような
　　　　　　　　め
花をつけます。）雌花は、枝に上向きにつき、鶏の

とさかのように真っ赤なめしべが外に飛び出してい

ます。小さいですが、よく見るととても神秘的な形

をしています。

　夏から秋になると底の丸い円錐形をした、果実を
　　　　　　　　　かた　　から
つけます。（写真右）堅い殻の中からはこうばしく、

カシマメ、ハシマメなどとも言われ、以前は子ども

がおやつとして喜びました。
　　　　　　　　　　　ツノ
　和名は、果実の様子を角にみたてたということで

す。

⑱




